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今
回
で
28
回
目
を
数
え
た
ふ
く
し
ま
駅
伝
に
、
大
熊
町
は

第
１
回
か
ら
出
場
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
後
の
記
念
写
真
も

28
枚
た
ま
っ
た
こ
と
に
な
り
、
年
月
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。

か
つ
て
は
町
の
部
上
位
に
食
い
込
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
震
災
後
は
選
手
が
な
か
な
か
集
ま
ら
ず
、
町
単
独
で
の

出
場
も
危
ぶ
ま
れ
る
状
態
で
す
。
今
回
も
、
主
力
選
手
の
直

前
の
故
障
な
ど
で
補
欠
選
手
２
人
が
急
き
ょ
出
場
し
ま
し

た
。
記
念
写
真
の
表
情
を
見
る
と
、
町
の
た
す
き
を
つ
な
い

だ
後
の
充
実
感
は
格
別
の
よ
う
で
す
。
早
速
「
ま
た
来
年
頑

張
る
」
と
誓
う
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
し
た
。
町
で
は
来

年
出
場
し
て
く
れ
る
ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒

に
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
せ
ん
か
。

お
お
く
ま
点
描

クイズ「目指せ！おおくMASTER ★」
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⑨
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⑩
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⑫
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⑭
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㉓
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

㉕
ほ
け
ん
だ
よ
り

㉗
町
民
掲
示
板

㉚
あ
ら
か
る
と

おおちゃんクイズ（地域問題）	 Q・	ある魚介類とニンジンを使った、福島の年末年始に欠
かすことのできない郷土料理は？

くうちゃんクイズ（方言問題）	 Q・お正月といえば、お雑煮です。「雑煮おんもぐった～！！」
お雑煮はどうなったのでしょう？

大熊町に関する郷土・方言問題を町民の方から募集しています。
問大熊町役場会津若松出張所　教育総務課
 kyoikusoumu@town.okuma.fukushima.jp
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　では、ラドンとは何でしょう？「ラドン温泉」や「大
怪獣ラドン」は、皆さんも聞いたことがあるかもしれ
ませんね。
　右の図は、自然界でラドン222やラドン220（別
名：トロン）が発生する様子を簡単に説明したもので
す。この放射性物質は、常温では気体で大気中に存在
し、アルファ線（注１）を放出します。ラドンはもと
もと、キュリー夫人が発見した「ラジウム」が放射線
を出しながら変化した物です。
　放射性物質は力を発散（放射線を放出）しながら、
最終的に放射線を出さない物質に変化していきます。
この、放射線を出しながら違う物質に変化することを
「壊変」と呼びます。先ほどの表にある「鉛210」や
「ポロニウム210」もラドンが壊変してできた物質で
す。キュリー夫人の発見したラジウムは、私たちの被

　私たちが自然に受ける放射線（自然放射線）のほとんどはラジウムが元になって
いるものです。ラジウムは放射線を出しながら壊変を続け、最終的に放射線を出さ
ない物質（鉛206）に変化します。そこまでに何度も壊変（放射線を出し続ける状
態）を繰り返します。
　ラジウムから始まるラドンの壊変の流れは次のとおりです。

「ラジウム226」→「ラドン222」→「ポロニウム218」→「鉛214」→「ビス
マス214」→「ポロニウム214」→「鉛210」→「ビスマス210」→「ポロニ
ウム210」→「鉛206」（非放射性物質）

ラドンや鉛、ポロニウムはラジウムから壊変したもので、放射線を出しながら違
う物質に変化していきます。
また、ラジウムが鉛に変化するまでには、約1600年（半減期ベース）かかりま
す。それだけ長い間、放射線を出し続けているのです。

ここがポイント

出典：�環境省・放医研「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料　
平成27年度版　ver.2015001」

ばくに大きな影響を及ぼしている物質だったのです。
　もともと、ラジウムもウランやトリウムが壊変した物質です。ウラン238の半減期は約44億
年、トリウム232の半減期は約140億年と判明しています。どちらも自然界にある物質です。

（注１）陽子２個と中性子２個の固まり（ヘリウムの原子核）が高速で飛び出しているもの。
ガンマ線やベータ線に比べて大きなエネルギーを持っており、アルファ線を出す放射性物質が
体内に入ると大きな影響を及ぼします。
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放射性
物質教 ちゃんえておお教 ちゃんえておお

Part21・身の回りの放射線
ラドンってなに？

　私たちの身の回りには常に放射線が飛び交っています。しかし五感
で感じることはできないため、放射線が気になることはありません。
　もし、目に見えるものだったら、世界はとても目まぐるしいものに
なるでしょう。なぜなら、放射線は空や地面、すべての方向から飛ん
できているからです。視界は極めて悪くなるでしょう。

　私たちの暮らしは放射線に囲まれていますが、被ばくのもとになっているものは一体何でし
ょうか？下表「自然からの被ばく線量の内訳」に「ラドン」という単語が出てきます。
　ラドンの内部被ばく（吸入摂取）の線量を合計すると、年間約0.5mSvになります。年間の
被ばく線量2.1mSvの約25%がラドンです。



大
熊
町
い
じ
め
防
止
協
議
会

が
発
足
し
、
12
月
８
日
に
町
役

場
会
津
若
松
出
張
所
で
初
会
合

が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
後
、
町

の
子
ど
も
た
ち
の
心
の
支
え
と

な
る
よ
う
、
会
の
存
在
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

武
内
敏
英
教
育
長
が
「
い
じ

め
は
防
げ
る
と
の
信
念
の
下
、

町
民
全
体
で
子
ど
も
を
守
る
意

識
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
横
浜
市
や
新
潟
市

で
本
県
か
ら
避
難
し
た
子
ど
も

が
い
じ
め
を
受
け
て
い
た
問
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し

いじめ防止協議会が発足

いじめ問題を話し合う委員

た
。
委
員
か
ら
は
「
避
難
先
で

子
ど
も
た
ち
自
ら
大
熊
出
身
と

は
言
わ
な
く
て
も
、
ど
こ
か
ら

か
知
ら
れ
て
い
じ
め
の
対
象
に

な
る
恐
れ
が
あ
る
。
町
の
子
た

ち
が
心
配
」「
大
人
だ
っ
て
心

な
い
妬
み
の
言
葉
を
浴
び
る
こ

と
が
あ
る
。
特
に
県
外
で
は
福

島
県
民
に
対
す
る
偏
見
が
根
強

く
残
っ
て
い
る
」「
放
射
性
物

質
に
対
す
る
知
識
が
足
り
な

い
。
特
に
教
員
に
は
も
っ
と
勉

強
し
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
の

意
見
が
出
ま
し
た
。

会
は
町
立
学
校
の
小
中
学
生

や
校
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
ら
11
人

で
構
成
。
重
大
事
案
が
発
生
し

た
際
の
対
応
策
な
ど
を
ま
と
め

た
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
い
じ

め
か
ら
町
の
子
ど
も
を
守
る
活

動
や
協
議
を
行
い
ま
す
。
会
長

に
は
田
沢
憲
郎
さ
ん
を
選
び
ま

し
た
。

今村復興相と意見交換

今
村
雅
弘
復
興
大
臣
が
12
月

３
日
、
町
役
場
会
津
若
松
出
張

所
を
訪
れ
、
渡
辺
利
綱
町
長
と

意
見
交
換
し
ま
し
た
。
渡
辺
町

長
は
今
村
氏
に
対
し
①
帰
還
ま

で
の
高
速
道
路
無
料
措
置
の
延

長
②
県
立
大
野
病
院
の
早
急
な

整
備
や
医
師
、
看
護
師
確
保
に

対
す
る
支
援
③
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の

全
線
開
通
に
合
わ
せ
た
大
野
駅

と
周
辺
の
除
染
・
整
備
に
対
す

る
支
援
―
を
要
望
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
今
村
氏
は
「
一
日

で
も
早
く
戻
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
我
々
の
使
命
。
要
望
は

し
っ
か
り
受
け
止
め
て
対
応
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

大
熊
町
内
に
整
備
予
定
の
町

立
診
療
所
に
つ
い
て
、
渡
辺
利

綱
町
長
は
11
月
21
日
、
県
庁
を

訪
れ
て
内
堀
雅
雄
知
事
に
専
門

職
の
人
的
支
援
を
要
望
し
ま
し

た
。
町
立
診
療
所
は
町
内
に
県

立
大
野
病
院
が
再
開
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
大
川
原
地
区
に
開
設

す
る
予
定
で
す
。
要
望
で
は
診

療
所
に
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤

師
が
配
置
で
き
る
よ
う
県
の
協

力
を
求
め
ま
し
た
。
渡
辺
町
長

は
県
警
本
部
も
訪
れ
、
松
本
裕

之
本
部
長
に
閉
鎖
中
の
双
葉
署

大
熊
駐
在
所
を
大
川
原
地
区
で

再
開
で
き
る
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。

診療所、駐在所整備への支援を要望

内堀知事に要望書を渡す渡辺町長（右）

要望書を手渡す渡辺町長（左）
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品川で「おおくま望年会」

民生・児童委員27人を委嘱

　

東
京
で
の
交
流
会
「
お
お
く

ま
望
年
会
ｉ
ｎ
品
川
」
が
12
月

３
日
、
Ｊ
Ｒ
品
川
駅
近
く
の
ア

リ
ス
・
ア
ク
ア
ガ
ー
デ
ン
・
品

川
で
開
か
れ
ま
し
た
。
関
東
や

福
島
県
内
な
ど
か
ら
約
60
人
が

参
加
。
今
回
は
栃
木
お
お
く
ま

の
会
の
坂
上
信
行
会
長
が
司
会

を
務
め
る
な
ど
、
町
民
５
人
が

設
営
や
進
行
に
協
力
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
久
し

ぶ
り
に
会
う
知
人
と
近
況
を
教

え
合
っ
た
り
、
大
熊
町
で
の
思

い
出
話
を
し
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
各
地
で
開
か
れ
た

交
流
会
の
ア
ル
バ
ム
や
パ
ネ
ル

に
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

12
月
１
日
、
町
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
委
嘱
状
交
付
式
が

町
役
場
会
津
若
松
出
張
所
で
行

わ
れ
、
27
人
を
委
嘱
し
ま
し

た
。
任
期
は
同
日
か
ら
３
年
で

す
。
式
で
は
出
席
し
た
委
員
が

渡
辺
利
綱
町
長
か
ら
委
嘱
状
を

受
け
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
町
民
生
児
童
委
員

協
議
会
の
定
例
会
が
開
か
れ
、

会
長
に
根
本
友
子
委
員
、
副
会

長
に
佐
藤
京
子
委
員
を
再
任
、

監
事
に
は
武
内
夏
江
委
員
と
島

英
子
委
員
を
新
任
し
ま
し
た
。

根
本
会
長
は
「
一
人
で
も
多
く

の
町
民
に
寄
り
添
っ
た
見
守
り

活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

定
例
会
終
了
後
、
会
津
若
松

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で
歓
送
迎

会
が
開
か
れ
、
民
生
・
児
童
委

員
を
２
期
以
上
務
め
て
退
任
し

た
６
人
に
国
か
ら
の
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

委
員
、
感
謝
状
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
委
員
▽
会
津
＝
佐
藤
京
子
、

武
内
正
則
、
佐
々
木
あ
や
子
、
佐

久
間
文
子
、
尾
内
ハ
ツ
子
、
井
戸

川
洋
子
、
武
内
夏
江
（
主
任
児
童

委
員
）

▽
い
わ
き
＝
根
本
友
子
、
青
山

六
郎
、
伊
東
光
子
、
中
山
洋
子
、

渡
部
眞
綱
、
佐
藤
茂
子
、
近
尚
子
、

鎌
田
め
ぐ
み
、
佐
々
木
正
美
、
志

賀
ま
ゆ
み
、
島
英
子
、
吉
田
む
つ

み
、
宮
本
玲
子
、
堀
川
悦
子
、
佐

久
間
レ
イ
子
、
佐
嶋
み
つ
え
（
主

任
児
童
委
員
）

▽
中
通
り
＝
木
村
京
子
、
石
田

久
子
、
石
田
万
起
子
、
坂
上
信
行

◇
感
謝
状
受
賞
者
＝
佐
藤
洋

子
、
冨
田
睦
子
、
杉
内
俊
子
、
伊

藤
憲
顕
、
斎
藤
絹
子
、
大
西
啓
子

委嘱状を受ける根本会長

大熊中PTAが全国表彰
　

平
成
28
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
年
次

表
彰
式
が
11
月
に
東
京
で
行
わ

れ
、
大
熊
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
日
本
Ｐ

Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。
震
災
後
、
長

引
く
避
難
生
活
や
会
員
数
減
少

な
ど
の
困
難
の
中
、
生
徒
へ
の

支
援
、
保
護
者
間
や
保
護
者
と

教
員
間
の
親
睦
を
図
る
行
事
、

会
津
若
松
市
へ
の
感
謝
を
伝
え

る
清
掃
活
動
等
を
継
続
し
て
き

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
会
長
の
鈴
木
一
生
さ
ん
は

「
諸
先
輩
方
の
活
動
が
こ
う
し

て
実
を
結
ん
で
と
て
も
う
れ
し

い
。
今
後
も
続
け
て
い
き
た

い
。」
と
受
賞
を
喜
び
ま
し
た
。表彰状を手にする鈴木会長

歓談する参加者
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東日本大震災と、それに伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故により、大熊町は全町避難
を余儀なくされ、私たちは今も、全国各地に分散して不自由な生活を強いられています。
長期化している避難生活、先行き不透明な状況の中で、ふるさと「おおくま」に対してどのよ

うな想いを抱いているのか、直接避難先へ訪問してインタビュー取材を行い、本紙に掲載させて
いただいています。
「絆おおくまふれあい通信」を通して届けられた想いを共有し、ふるさと「おおくま」と皆さ
まを「絆〜きずな〜」でつないでいくことができれば幸いです。

※株式会社鹿島印刷所（南相馬市）の記者が避難先を訪問し、インタビュー取材をさせていただいています。
※掲載する文章は、インタビューした内容をもとに記者が作成しますので、インタビューをお受けいただいた方

が文章を作成する手間はございません。

おおくまふれあい通信
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「絆おおくまふれあい通信」で、
あなたの想いを伝えてみませんか？

大熊町役場　会津若松出張所　総務課秘書広聴係
電話：0120-26-3844　FAX：0242-26-3794
E-mail：somu@town.okuma.fukushima.jp

応募先 絆
きずな

　絆おおくまふれあい通信では、避難されている皆さま
へ想いを伝えていただける方を募集しています。避難先
での活動や避難生活で感じていることなど、あなたの想
いをこのコーナーでお話しください。大熊町民の方なら
どなたでも結構ですので、ご連絡をお待ちしています。
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予約時には問い合わせ番号をお伝えいただくと手続きがスムーズに進みます。問い合わせ番号
は各世帯固有の番号となっています。
※�立入り休止日にやむを得ない事情（命日による墓参立入等）により立入りを希望する場合は
環境対策課へ直接ご相談願います。

問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

【一時立入り受付コールセンター】
●電  話  番  号：0120-461-362（フリーダイヤル）
●予約受付時間：平日8:00～20:00、土日・祝日8:00～17:00

・平成28年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。
・公益一時立入りの受付・お問い合わせは、これまでどおり環境対策課にご連絡ください。
・お盆・お彼岸などは、立入りの安全確保等の観点から、基地ごとの受付上限世帯数を設

けさせていただくことがあります。
・資料の送付先を変更する場合は、必ずコールセンターに変更内容をご連絡ください。

（※）年末年始（平成28年12月29日（木）～平成29年1月3日（火）については受付を休止い
たします。

（※）平成28年12月26日（月）～12月28日（水）、平成29年1月4日（水）～１月９日（月・
祝）の申し込み受付時間は、8:00～17:00となります。ご注意ください。

平成28年度1月、2月の
一時立入りのご案内

　一時立入りを実施する際には事前予約が必要となりますので、実施スケジュ
ールをご確認のうえ、コールセンターへお電話でお申し込みください。

（平成28年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。）

※後期（10～3月分）の案内文書は各世帯主様へ個別に発送しております。
※実施スケジュールや最新の予約状況は、専用HP(http://www.ichijitachiiri.com)でご覧いただ
けます。

※立入り当日は必ず中継基地で受付を行ってください。中継基地にて、通行証、個人線量計、
防護装備等をお渡します。

※お帰りの際には、中継基地にこれらを返却していただくとともに、スクリーニングを受けて
いただきます。

　なお、マイカーによる立入りは、立入り希望日前日の20:00（土日・
祝日は17:00）までにお申し込みください。（予約がない方の立入りは認
められません。また、立入り日当日の受付は出来ません。）
　また、バスによる立入りは、各月のバス立入り初日の１か月前までにお
申し込みください。



【注意】中屋敷スクリーニング場は斜面に立地しており、降雪や路面凍結時の場内への出入り
に危険を伴うことから、平成29年1月20日（金）から平成29年3月18日（土）ま
では住民一時立入りの入退域の受付は行いません。この期間は、他のスクリーニング
場で受付を行ってください。

15 広報おおくま　2017（平成 29 年）1月号

1、2月の一時立入りスケジュール（マイカー）
【注意】気象状況により、やむを得ず一時立入りを中止することがあります。

一時立入り実施スケジュール【平成29年2月分】� ■…マイカー立入り、■…バス立入り、■…立入り休止

月 平成29年2月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

曜　日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場

バ
ス
立
入
日

年 平成29年
月 3月
日 17日 18日

曜　日 金 土
毛萱・波倉

スクリーニング場 大熊町 40世帯 40世帯

申し込み締切日 2月16日㈭

一時立入りスケジュール（バス）

一時立入り実施スケジュール【平成29年1月分】� ■…マイカー立入り、■…バス立入り、■…立入り休止

月 平成29年1月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜　日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場
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町
で
は
平
成
28
年
度
の
所
得
申

告
相
談
会
を
表
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

平
成
28
年
分
以
降
の
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
際
に
は
、
個
人
番

号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
を
記
載
し
、

本
人
確
認
書
類
の
写
し
を
税
務
署

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
次
の
書
類
を
忘
れ
ず
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

①
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
）

②
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持
ち

で
な
い
場
合
）
番
号
確
認
書
類

と
身
元
確
認
書
類
各
１
点

※
番
号
確
認
書
類
と
は
通
知
カ
ー

ド
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
で

す
。
身
元
確
認
書
類
と
は
運
転

免
許
証
、
保
険
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
在
留

カ
ー
ド
な
ど
で
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

税
務
課

平成28年度所得申告相談会日程
日程 会場 ※受付行政区

受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
３
時（
土
曜
日
の
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）

2月15日（水）

郡山市 ビッグパレットふくしま
4Fプレゼンテーションルーム

中屋敷、野上１～２、下野上１～３、
熊川

16日（木） 大野１～２、大川原１～２、野馬形、
小入野、大和久

17日（金） 熊１～３、町、夫沢１～３
18日（土）
19日（日）
20日（月）

いわき市

大熊町役場いわき出張所
２Ｆ多目的ホール

※25日（土）は午前11時まで受付

中屋敷、野上１～２、野馬形
21日（火） 下野上１
22日（水） 下野上２～３
23日（木） 大野１～２
24日（金） 大川原１～２、熊川
25日（土） 指定なし
26日（日）
27日（月）

28日（火）

会津若松市
福島県ハイテクプラザ
会津若松技術支援センター
多目的ホール

中屋敷、野上１～２、大野１～２、
野馬形、小入野

3月01日（水） 下野上１～３、大川原１～２、熊川
2日（木） 熊１～３、町
3日（金） 大和久、夫沢１～３
4日（土）
5日（日）
6日（月）

いわき市

大熊町役場いわき出張所
２Ｆ多目的ホール

※11日（土）は午前11時まで受付

熊１
7日（火） 熊２、町
8日（水） 熊３、小入野
9日（木） 大和久

10日（金） 夫沢１～３
11日（土） 指定なし
12日（日）
13日（月）
14日（火）

会津若松市
一箕町長原地区仮設　集会所 指定なし

15日（水） 扇町１号公園仮設　集会所 指定なし

※行政区ごとに受付日を割り当てていますので、なるべくあてはまる日にお越しいただきますよう、ご協力を
お願いします

注意事項
・開場時間は午前８時30分（いわき出張所は午前８時）です。早く到着されても、開場時間後に受付簿にお

名前をご記入いただき、受付時間になるまでお待ちいただきますので、ご了承ください。
・受付時間中は対応可能な職員が受付簿の順にお名前をお呼びします。お呼びした際に不在の場合は、次の順

番の方をお呼びしますので、職員がお呼びするまでお待ちください。

所
得
申
告
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
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譲
渡
所
得
の
申
告
を
す
る
方

は
、
必
要
書
類
を
あ
ら
か
じ
め
ご

確
認
の
上
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
一

般
的
な
譲
渡
の
場
合
の
必
要
書
類

譲
渡
所
得
を
申
告
す

る
方
へ

一般的な譲渡の場合 必要書類

譲渡価額（資産を譲渡して受け取った金額）がわかる書類 売却時の契約書等

取得費（譲渡した資産を取得した時の価格）がわかる書類
　※取得した際の仲介手数料や登記費用も含まれます。
　※相続等により取得費が不明な場合は必要ありません。

売却した資産を購入
した時の契約書や、
領収書等

譲渡費用（仲介手数料や登記費用など）がわかる書類 領収書等

収用（国や地方公共団体による買取り）の場合は、次の書類もご用意ください。

支払額の内訳がわかる書類 収用証明書等一式

介
護
慰
労
手
当
を
支

給
し
て
い
ま
す

は
表
の
と
お
り
で
す
が
、
１
回
の

来
場
で
は
申
告
が
完
了
し
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

税
務
署
等
で
の
申
告
も
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

※
受
け
る
特
例
に
よ
っ
て
は
、
表

以
外
の
書
類
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

税
務
署
等
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

税
務
課

大
熊
町
で
は
、
介
護
保
険
法
の

規
定
に
よ
る
要
介
護
状
態
区
分
が

要
介
護
４
以
上
の
要
介
護
高
齢
者

等
と
生
計
を
同
一
に
し
、
在
宅
で

介
護
を
し
て
い
る
介
護
者
へ
、
そ

の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
高

齢
者
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、

介
護
慰
労
手
当
を
支
給
し
て
い
ま

す
。支

給
を
受
け
る
に
は
事
前
に
登

録
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
要

介
護
状
態
区
分
の
軽
度
化
（
要
介

護
３
以
下
）
や
長
期
入
院
等
の
理

由
で
一
度
対
象
か
ら
外
れ
た
後
、

再
び
対
象
と
な
っ
た
場
合
も
、
新

た
に
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。
な

お
、
対
象
と
な
る
条
件
、
事
業
の

詳
細
等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
す
で
に
ご
登
録
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、
平
成
28
年
７
月
～

12
月
分
の
手
当
を
、
１
月
下
旬
に

ご
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

■
対
象

町
に
６
か
月
以
上
住
所
を
有
す

る
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
在
宅
高

齢
者
で
、
介
護
保
険
法
の
規
定
に

よ
る
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

4
以
上
の
要
介
護
高
齢
者
ま
た
は

重
度
認
知
高
齢
者
で
要
介
護
３
以

上
か
つ
認
知
度
が
Ⅲ
ａ
以
上
の
要

介
護
高
齢
者
と
、
生
計
を
同
一
に

し
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
等
の

要
件
を
満
た
す
介
護
者
。

■
支
給
額

月
額
１
万
円
（
た
だ
し
、
同
一

生
計
に
要
介
護
高
齢
者
が
2
人
以

上
あ
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か
１
人
。

併
せ
て
、
同
じ
要
介
護
高
齢
者
に

介
護
者
が
複
数
人
あ
る
場
合
は
、

い
ず
れ
か
1
人
）

■
支
給
時
期

年
2
回
（
７
月
、
１
月
）

問 

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

福
祉
課
福
祉
係

緊
急
通
報
装
置
、
お

守
り
携
帯
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す

　

大
熊
町
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
重
度
身
体
障
が
い
者
の

方
の
急
病
や
災
害
、
事
故
等
の
緊

急
事
態
に
迅
速
で
適
切
な
対
応
を

図
る
た
め
、
緊
急
通
報
装
置
を
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。

お守り携帯 緊急通報装置

　

ご
利
用
の
条
件
等
は
次
の
と
お

り
で
す
が
、
全
町
避
難
が
続
い
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
個
別
に
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
条
件

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
利
用
申
請

書
（
様
式
第
１
号
）
を
ご
提
出
い

た
だ
き
ま
す
。
申
請
に
当
た
り
、

親
族
や
近
所
の
方
、
近
く
の
知
り

合
い
等
、
緊
急
時
の
対
応
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
（
協
力
員
）
２

人
の
承
諾
書
（
様
式
第
６
号
）
を

併
せ
て
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

利
用
可
能
な
範
囲
は
原
則
、
福
島

県
内
で
す
。

■
事
業
概
要

　

大
熊
町
が
委
託
す
る
警
備
会
社

か
ら
「
緊
急
通
報
装
置
」
ま
た
は

「
お
守
り
携
帯
」
を
貸
し
出
し
ま

す
。「
緊
急
通
報
装
置
」
は
ボ
タ

ン
を
押
す
だ
け
で
警
備
会
社
へ
24

時
間
３
６
５
日
通
報
で
き
る
装
置

で
す
。
首
か
ら
下
げ
ら
れ
る
「
ペ

ン
ダ
ン
ト
」
と
、
利
用
者
を
感
知

す
る
「
人
感
セ
ン
サ
ー
」
で
１
セ

ッ
ト
で
す
。「
お
守
り
携
帯
」
は

ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
警
備
会
社
や
親

族
の
方
へ
通
報
で
き
る
携
帯
電
話

で
す
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
で
位
置
検
索

も
可
能
で
す
。

対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
や
寝
た
き
り
高
齢

者
。
も
し
く
は
こ
れ
ら
に
準
ず

る
方
が
い
る
高
齢
者
の
み
の

世
帯
。
ま
た
は
一
人
暮
ら
し
の

重
度
身
体
障
が
い
者
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

福
祉
課
福
祉
係



18問問い合わせ　　申申し込み　　電電話　　Fファクス　　メール　　 web ウェブサイト

　

町
は
こ
の
ほ
ど
、
臨
時
福
祉
給

付
金
（
平
成
28
年
度
）、
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

（
高
齢
者
向
け
・
障
害
遺
族
基
礎

年
金
受
給
者
向
け
）
を
支
給
し
、

申
請
者
へ
の
口
座
振
込
が
完
了
し

ま
し
た
。

　

添
付
書
類
に
不
備
が
見
ら
れ
る

方
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
申
請

で
き
な
か
っ
た
方
な
ど
一
部
の
方

を
除
き
、
町
か
ら
ご
連
絡
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
電
話

や
郵
便
物
に
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
市
町
村
や
厚
生
労
働
省

な
ど
を
か
た
っ
た
疑
わ
し
い
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
福
祉
課
や
最

寄
り
の
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

給
付
金
を
装
っ
た
不
審
な
電
話

や
メ
ー
ル
等
が
全
国
で
発
生
し
て

い
ま
す
。「
振
り
込
め
詐
欺
」
や

「
個
人
情
報
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

詐
取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
大
熊
町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

臨
時
福
祉
給
付
金
等

の
振
り
込
め
詐
欺
に

ご
注
意
を
！

　

町
で
は
新
し
い
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
12

月
下
旬
に
案
内
を
各
世
帯
に
郵
送
し
ま

し
た
（
写
真
）。
４
月
に
お
届
け
す
る

た
め
に
は
、
１
月
31
日
（
火
）
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
も
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
が
、
お
渡
し
に

時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

・
現
行
端
末
の
ご
利
用
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
新
し
い
端
末
を
ご
利
用
い
た
だ

く
場
合
は
必
ず
お
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
現
行
端
末
は
、
新
し
い
端
末
を
お

渡
し
す
る
際
に
付
属
品
と
と
も
に
引
き

取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
現
行
端
末
は
６
月
末
で
サ
ー
ビ
ス
停

止
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
　

新
し
い
端
末
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

を
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

電
０
１
２
０
（
０お

お

９く

０ま

）
２に

１い

５こ
う

※
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
確
認
の
お
電
話
を

差
し
上
げ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
事
前
説
明
会
を
開
催
中
！

　

現
在
、
事
前
説
明
会
を
開
催
中
で

す
。
１
月
は
県
外
で
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
新
し
い
端
末
の
様
々
な
機

能
を
体
験
で
き
ま
す
。
４
月
か
ら
お
使

い
い
た
だ
く
た
め
の
申
し
込
み
も
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
広
報
に
会
場
ま
で
の
案
内
図

を
同
封
し
ま
し
た
。

問�

大
熊
町
次
期
タ
ブ
レ
ッ
ト
申
し
込
み

事
務
局

電
０
１
２
０
（
０
９
０
）
２
１
５

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時

日にち 時間 会場

1月13日（金） 午後1時～ 茨城県産業会館　中会議室（水戸市）

1月17日（火） 午後1時～ 全国町村会館　第2会議室（東京都千代田区）

1月18日（水） 午前11時～ TKP大宮ビジネスセンター　カンファレンスルーム1（さいたま市）

1月20日（金） 午後3時～ エルパーク仙台　セミナー室（仙台市）

1月24日（火） 午後2時30分～ 市民フロア　ミーティングルームNo.1（横浜市）

1月27日（金） 午後1時～ 柏崎市文化会館アルフォーレ　大会議室

※ 予約は不要です。ご希望の会場に直接お越しください。各会場とも説明は約１時間程度です。

新タブレット申し込み受け付け中
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住
宅
再
建
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に

ご
用
心
！

の
現
金
自
動
支
払
機
）
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
、
他

人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら

う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

・
大
熊
町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が

各
種
給
付
金
を
支
給
す
る
た
め
、

手
数
料
の
振
込
を
求
め
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

福
祉
課
福
祉
係

福
島
県
居
住
支
援
協
議
会
で

は
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
と
の
共

催
で
、
被
災
・
避
難
さ
れ
て
い
る

方
々
を
対
象
に
住
宅
再
建
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
災
害
復
興
住
宅

融
資
相
談
や
一
般
建
築
・
住
宅
相

談
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
事
前
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

住
宅
金
融
支
援
機
構
お
客
さ
ま
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー

電
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
（
０
８
６
）
３
５
３

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
祝
日

を
除
く
）

「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
と
は
、

寒
い
日
に
暖
房
の
効
い
た
部
屋
か

ら
、
廊
下
や
ト
イ
レ
・
浴
室
な
ど

の
寒
い
場
所
に
移
動
し
た
時
の
急

激
な
温
度
変
化
に
よ
り
受
け
る
身

体
の
ダ
メ
ー
ジ
を
言
い
ま
す
。
最

悪
の
場
合
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

■
年
始
か
ら
「
火
の
用
心
！
」

火
事
の
原
因
で
多
い
の
が
「
放

火
」「
た
ば
こ
」「
コ
ン
ロ
」
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
も
多
い
放

火
で
は
、
家
の
外
に
燃
え
や
す
い

物
を
置
い
て
い
て
火
を
つ
け
ら
れ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
何
件
も
あ
り

ま
す
の
で
、
家
の
周
り
に
燃
え
る

物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
1
月
～
3
月
ま
で
は
空

気
が
と
て
も
乾
燥
し
、
火
事
が
起

き
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
火
の

元
・
火
の
後
始
末
は
し
っ
か
り
と

行
い
、
火
事
の
な
い
穏
や
か
な
一

年
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
「
火
の
用
心
」
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
制
度
は
、

住
民
基
本
台
帳
法
に
よ
り
毎
年
１

回
以
上
閲
覧
状
況
を
公
表
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
平
成
27
年
11
月

1
日
か
ら
平
成
28
年
10
月
31
日
ま

で
の
閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

住
民
課　

住
民
係

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧

状
況
を
公
表
し
ま
す

○国または地方公共団体の機関の請求による閲覧
国または地方公共
団体の機関の名称 請求事由の概要 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

自衛隊福島地方協力本部 自衛官募集に伴う広報 平成27年11月12日 平成10年4月2日から平成11年4月1日生まれの男女

○個人または法人の申出による閲覧
閲覧申出者（法人の場合はその名称
および代表者または管理人）の氏名 請求事由の概要 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

（社）新情報センター
事務局長　平谷　伸次

健康と情報についての調査（委託者：福島
県立医科大学医学部公衆衛生学講座）

平成28年7月29日
下野上地区の20歳から
79歳の男女

問 

浪
江
消
防
署

電
０
２
４
０
（
34
）
７
３
６
０

問 

富
岡
消
防
署

電
０
２
４
０
（
25
）
２
１
１
９

※
１　

い
わ
き
市
の
住
宅
再
建
相

談
会
に
つ
い
て
は
、
ご
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
予
約
先
＝
い
わ
き
市
総
合
政
策

部
ふ
る
さ
と
再
生
課　

電
０
２

４
６
（
22
）
７
４
３
７

※
土
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

開催日 時　　間 会　　場

1月21日（土） 午前10時～午後４時30分 いわき市文化センター
第１会議室　※１

2月05日（日） 午前10時～午後４時30分 いわき市文化センター
第１会議室　※１

2月19日（日） 午前10時～午後４時 南相馬市役所本庁舎　２階正庁

2月25日（土） 午前10時～午後４時30分 小名浜市民会館
小・中会議室　※１

3月18日（土） 午前10時～午後４時30分 いわき市文化センター
第１会議室　※１
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福
島
県
立
医
科
大
学
で
は
福
島

県
が
実
施
す
る
県
民
健
康
調
査
の

一
環
と
し
て
「
妊
産
婦
に
関
す
る

調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
妊

産
婦
の
皆
さ
ん
の
心
身
の
健
康
状

態
を
把
握
し
、
不
安
の
軽
減
や
必

要
な
ケ
ア
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
産
婦
人
科
医
療
の
充

実
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

■
対
象　

平
成
24
年
度
「
妊
産
婦

に
関
す
る
調
査
」
に
ご
回
答
い
た

だ
い
た
方
の
中
で

・
平
成
23
年
８
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
４
月
８
日
の
間
に
お
子
さ
ま

が
生
ま
れ
た
方

・
平
成
27
年
８
月
１
日
か
ら
平
成

28
年
７
月
31
日
ま
で
に
福
島
県
内

の
市
町
村
か
ら
母
子
健
康
手
帳
を

交
付
さ
れ
た
方

調
査
票
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
県
内
の
妊
産
婦
の
皆
さ
ん

の
現
状
把
握
の
た
め
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問 

妊
産
婦
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

電
０
２
４
（
５
４
９
）
５
１
８
０

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

福
島
医
大
の
「
妊
産

婦
に
関
す
る
調
査
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
　

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、

看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
な
ど
の
方

は
、
医
師
法
な
ど
関
係
法
に
基
づ

き
２
年
に
１
度
、
住
所
や
従
事
先

等
を
記
載
し
た
届
出
票
の
提
出
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
は
届
出
の
年
で
す
の

で
、
平
成
28
年
12
月
31
日
現
在
の

状
況
を
保
健
所
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

■
対
象
１

日
本
に
居
住
し
、
日
本
の
医
籍
、

歯
科
医
籍
、
薬
剤
師
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
全
て
の
医
師
、
歯
科

医
師
、
薬
剤
師
（
従
事
し
て
い
な

い
方
も
含
む
）

※
届
出
先
は
住
所
地
ま
た
は
就
業

地
を
管
轄
す
る
保
健
所

■
対
象
２

県
内
で
就
業
し
て
い
る
保
健
師
、

助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、

歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士

※
届
出
先
は
就
業
地
を
管
轄
す
る

保
健
所

期
１
月
16
日
（
月
）
ま
で

問
県
庁
保
健
福
祉
総
務
課

電
０
２
４
（
５
２
１
）
７
２
１
７

問
県
庁
医
療
人
材
対
策
室

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん

は
届
出
を
忘
れ
ず
に

電
０
２
４
（
５
２
１
）
７
２
２
２

※
ま
た
は
最
寄
り
の
保
健
所　

う
つ
病
を
抱
え
た
方
か
ら
体
験

談
や
思
い
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま

す
。
支
援
者
の
方
に
も
、
う
つ
病

を
抱
え
た
方
へ
の
関
わ
り
方
を
教

え
て
も
ら
い
ま
す
。

当
事
者
の
思
い
を
理
解
し
、
当

事
者
に
寄
り
添
っ
た
関
わ
り
方
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

内
公
開
講
座
Ⅰ
「
当
事
者
の
体
験

談
」（
講
師
は
障
が
い
者
相
談

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
び
き
」
ス
タ
ッ
フ
、
当
事

者
）

　

公
開
講
座
Ⅱ
「
う
つ
病
を
抱
え

る
方
と
の
関
わ
り
方
」（
講
師

は
南
相
馬
市
立
総
合
病
院
臨
床

心
理
士
・
熊
坂
し
の
ぶ
氏
）

※
午
後
２
時
55
分
か
ら
家
族
交
流

会
を
開
き
ま
す
（
家
族
の
み
参

加
可
能
で
す
。
事
前
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
）

時
１
月
23
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

場
福
島
県
南
相
馬
市
合
同
庁
舎　

う
つ
を
学
ぶ
家
族
の

相
談
会

　

南
庁
舎
4
階
４
０
１
会
議
室

対
う
つ
病
で
治
療
中
の
ご
家
族
、

一
般
住
民
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
関
係
機
関
の
職
員

申
電
話
で

期
１
月
16
日
（
月
）
ま
で

問
相
双
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
福
祉
課　

障
が
い
者
支
援

チ
ー
ム

平
成
28
年
度
の
自
衛
官
候
補
生

（
女
子
）
募
集
に
つ
い
て
、
追
加

の
採
用
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
採
用
予
定
人
数

自
衛
官
候
補
生
（
女

子
）
採
用
試
験

電
０
２
４
４
（
26
）
１
１
３
３
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町
で
は
要
介
護
認
定
者
を
対
象

障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
証
を
交
付
し
ま
す

福
島
県
の
最
低
賃
金
は

７
２
６
円
で
す

・
陸
上
自
衛
隊
…
７
３
０
人

・
海
上
自
衛
隊
…
１
２
０
人

・
航
空
自
衛
隊
…
80
人

※
追
加
の
採
用
試
験
も
、
こ
の
範

囲
内
で
行
い
ま
す

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

電
０
２
４
（
５
４
６
）
１
９
１
９

問
募
集
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

電
０
１
２
０
（
０
６
３
）
７
９
２

※
携
帯
電
話
可
。
受
付
時
間
は
正

午
～
午
後
８
時

に
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

証
」
を
交
付
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

等
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
で

も
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
確
定

申
告
の
際
に
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
証
」
を
提
出
す
れ
ば
税
の

控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
税
申
告
用
の
書
類
の
た
め
、
身

体
障
害
者
の
認
定
と
は
異
な
り

ま
す

■
対
象

　

65
歳
以
上
で
町
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方

※
基
準
日
は
平
成
28
年
12
月
31
日

現
在
（
年
の
途
中
に
死
亡
し
た

場
合
は
そ
の
日
）

■
認
定
区
分

・
障
害
者
控
除
対
象

　

要
介
護
１
～
３

・
特
別
障
害
者
控
除
対
象

　

要
介
護
３
～
５

※
要
介
護
３
の
方
は
日
常
生
活
自

立
度
に
よ
っ
て
認
定
の
程
度
が

変
わ
り
ま
す

■
控
除
額

・
障
害
者

所
得
税
27
万
円
、
住
民
税
26
万

円
・
特
別
障
害
者

所
得
税
40
万
円
、
住
民
税
30
万

円
■
申
請
方
法

町
役
場
い
わ
き
出
張
所
健
康
介

護
課
ま
た
は
会
津
若
松
出
張
所
福

祉
課
で
申
請
で
き
ま
す
。
遠
方
の

方
や
電
話
等
で
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
い
た
方
に
は
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
い
わ
き
出
張
所
健
康
介
護
課

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の

場
合
、
認
定
証
は
到
着
後
１
週
間

～
10
日
程
度
で
送
付
し
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
大
熊
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所

　

福
島
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

で
す
。
10
月
１
日
に
改
正
発
効
し

た
福
島
県
の
最
低
賃
金
は
時
間
額

７
２
６
円
で
す
。
こ
の
額
は
パ
ー

ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
も
適
用
さ
れ

ま
す
。
使
用
者
も
労
働
者
も
最
低

賃
金
は
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。

問
福
島
労
働
局
賃
金
室

電
０
２
４
（
５
３
６
）
４
６
０
４

　

健
康
介
護
課　

介
護
保
険
係
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労
災
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

各
事
業
所
の
管
理
者
は
、
職
場

で
悩
み
を
抱
え
る
人
に
気
付
き
、

適
切
に
支
援
す
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー
と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
は
、
従
業
員
に
「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
心
の
あ

る
職
場
だ
」
と
い
う
前
向
き
な
印

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養

成
研
修
会

　

町
で
は
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設

に
伴
い
町
民
の
皆
さ
ま
が
抱
え
る

不
安
や
諸
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
該
施
設
建
設
に
伴

う
権
利
関
係
等
の
疑
問
点
に
つ
い

て
、
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
相
談
で
き
る
こ
と
■

　

中
間
貯
蔵
施
設
建
設
に
伴
う
契

約
、
地
上
権
、
相
続
等
に
つ
い
て

※
法
律
相
談
で
あ
り
、
補
償
価
格

に
関
す
る
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

◆
対
象
者

大
熊
町
内
の
中
間
貯
蔵
施
設
建

設
予
定
地
内
に
不
動
産
（
土
地
・

建
物
）
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

◆
相
談
料　

無
料

◆
相
談
時
間

１
回
に
つ
き
50
分
程
度
（
各
会

場
３
組
ま
で
の
事
前
予
約
制
）

■
会
津
若
松
市

時
１
月
16
日（
月
）

　

午
後
２
時
～
５
時

場
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

■
い
わ
き
市

中
間
貯
蔵
施
設
に
係

る
弁
護
士
無
料
相
談

会
の
ご
案
内

時
１
月
20
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
５
時

場
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所

■
郡
山
市

時
１
月
25
日
（
水
）

　

午
後
２
時
～
５
時

場
大
熊
町
役
場
中
通
り
連
絡
事
務

所
◆
申
し
込
み
方
法

事
前
予
約
の
先
着
順
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

企
画
調
整
課

※
受
付
時
間
は
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分
（
平
日
の
み
）

　

近
時
、
不
動
産
に
つ
い
て
相
続

登
記
が
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ

る
こ
と
で
共
有
者
が
多
数
に
の
ぼ

り
、
実
態
の
把
握
が
困
難
と
な
る

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
所
有
者
不
明
の

土
地
や
建
物
（
空
家
等
含
む
）
が

増
加
し
、
災
害
復
興
や
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
公
共
事
業
を
阻
害
し

相
続
登
記
促
進
に
関

す
る
公
開
講
座

て
い
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

法
務
局
で
は
相
続
登
記
の
必
要

性
と
重
要
性
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
公
開
講
座
を
開
き
ま
す
。

内
・
公
証
人
に
よ
る
「
相
続
と
遺

言
」
に
つ
い
て

・
法
務
局
職
員
に
よ
る
「
相
続

登
記
手
続
き
」
に
つ
い
て

■
福
島
市
会
場

時
1
月
27
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
正
午

場
福
島
市
市
民
会
館
4
階
音
楽
室

定
先
着
20
人

電
０
２
４
（
５
３
４
）
２
０
４
５

※
事
前
予
約
要

■
相
馬
市
会
場

時
1
月
25
日
（
水
）

　

午
後
1
時
～
3
時

場
福
島
地
方
法
務
局
相
馬
支
局
2

階
会
議
室

定
先
着
25
人

電
０
２
４
４
（
36
）
３
４
１
３

※
事
前
予
約
要

■
郡
山
市
会
場

時
1
月
26
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
正
午

場
郡
山
第
2
法
務
総
合
庁
舎
4
階

会
議
室

定
先
着
20
人

電
０
２
４
（
９
６
２
）
４
５
０
５

※
事
前
予
約
要

■
白
河
市
会
場

時
1
月
25
日
（
水
）

　

午
後
1
時
～
3
時

場
白
河
小
峰
城
合
同
庁
舎
3
階
会

議
室

定
先
着
20
人

電
０
２
４
８
（
22
）
１
２
０
１

※
事
前
予
約
要

■
会
津
若
松
市
会
場

時
1
月
26
日
（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
会
津
若
松
合
同
庁
舎
3
階
共
用

会
議
室

定
先
着
20
人

電
０
２
４
２
（
27
）
１
４
９
８

※
事
前
予
約
要

■
い
わ
き
市
会
場

時
1
月
28
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午

場
い
わ
き
地
方
合
同
庁
舎
5
階
会

議
室

定
先
着
20
人

電
０
２
４
６
（
23
）
１
７
２
９

※
事
前
予
約
要

※ 

各
会
場
（
い
わ
き
を
除
く
）
と

も
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

象
を
与
え
ま
す
。

職
業
心
理
学
を
専
門
と
す
る
先

生
に
講
義
を
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
講
義
「
職
場
で
進
め
る
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
考
え
方
」（
講

師
は
福
島
大
学
キ
ャ
リ
ア
研
究

部
・
五
十
嵐
敦
専
門
教
授
）

時
１
月
19
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
南
相
馬
市
労
働
福
祉
会
館

対
相
双
管
内
の
事
業
所
の
管
理
者

等
申
お
電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

期
１
月
12
日
（
木
）
ま
で

問
福
島
県
相
双
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
福
祉
課　

障
が
い
者
支
援

チ
ー
ム

電
０
２
４
４
（
26
）
１
１
３
３



地域包括
支援センター
               から

お餅を詰まらせないで食べるポイント

電0120-26-5671

これを
作ります！
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内竹細工体験
時１月25日㈬
　午前10時30分～午後０時30分
場いわき市遠野オートキャンプ場
費300円
対65歳以上の方
定20人（先着順）
持飲み物、おにぎり（昼食に豚汁が出ます）
期１月20日㈮まで
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　地域包括支援センター（花房・浜本）

介
護
予
防
事
業
（
竹
細
工
体
験
）

餅にご注意を！
す。餅が硬くなってくっつきやすくなるという
特性と、高齢者の食べ物を飲み込む機能が低下
するという傾向により、高齢者のお餅の窒息事
故が起こりやすくなるということです。

お正月といえばお餅。
みんなでお雑煮や焼き餅を

食べることが多いのではない
でしょうか。

この時期は餅の窒息事故が一番多く、死亡者
の９割は高齢者と言われています。なぜ、高齢
者はお餅の窒息事故が多いのでしょうか？

餅は体温に近い40度になると固くなる特性が
あります。また口の中で、喉や粘膜などにくっ
つきやすくなります。一方、口腔内の機能は、
年齢を重ねるとともに、唾液の分泌は減り、噛
み砕く力だけでなく飲み込む力も弱まってきま

○一口で食べやすい大きさに切っておく
○入れ歯などをちゃんと入れる
○普段の食事以上によく噛むことを意識する
○飲み込まないうちに、次のお餅を口に入れな

い

【口を閉じて行う舌の体操】 【唾液腺のマッサージ】

食べる前に口腔体操をしましょう

①舌で上唇を押す

③舌で左右の頬を押す

②舌で下唇を押す

④閉じたままで唇の内
側をなめるように回
す（左回り、右回り）

①耳下腺の刺激（10回）
４本の指を頬にあてて、上の奥歯
のあたりを後ろから前に向かって
回します。

②顎下腺の刺激（各５回ずつ）
親指を顎の骨の内側のやわらかい
部分にあて、耳の下から顎の下ま
で５か所くらいを順番に押す。

③舌下線の刺激（10回）
両手の親指を添えて、顎の真下か
ら舌を突き上げるように、ゆっく
りぐーっと押します。



コ
 ラ

 ム健
 康

コ
 ラ

 ム健
 康

■配付方法
・送付を希望する方はご連絡ください。「成

長の記録ノート」（リングファイル形式）
を配付します。

・ご自身で町ホームページからダウンロード
し、印刷することもできます。
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　保健衛生係

　町では特定疾患患者（未成年の場合はその
保護者）に対し、特定疾患見舞金として年額
2 万円を支給しています。
　今年度まだ申請していない方は、2 月末ま
でに忘れずに申請してください。
対大熊町に住民登録があり、かつ次のいずれ

かに該当する方
・福島県知事が発行する「指定難病医療費受

給者証」または「小児慢性特定疾病医療受
給者証」を所持する方（未成年の場合はそ
の保護者）

・「特定疾病療養受療証」を所持する方（人
工透析、血漿分画製剤を投与している先天
性血液凝固第Ⅷ因子障害または先天性血液
凝固第Ⅸ因子障害 ｢血友病｣、血液凝固因
子製剤の投与に起因する抗ウイルス薬を投
与している後天性不全症候群で受療中の
方）
期２月 28 日㈫まで
■申請方法
　電話等で問い合わせいただいた方に申請書
を郵送します。記入後、いわき出張所健康介
護課保健衛生係へ郵送または持参してくださ
い。申請書は大熊町ホームページからダウン
ロードできます。
■提出書類
・特定疾患患者見舞金受給資格認定申請書
（必ず朱肉で押印）

・福島県知事が発行する「指定難病医療費受
給者証」または「小児慢性特定疾病医療受
給者証」、保険者が発行する「特定疾病療
養受療証」のいずれかの写し（コピー）１
部
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　保健衛生係

特
定
疾
患
患
者
見
舞
金　

申
請
は
２
月
ま
で
に
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1日の始まりは朝食から

朝ごはんはきちんと食べていますか？
朝食は1日の生活をスタートさせる大切

な活力源！
日々生まれ変わる細胞を作りだす原料

で、睡眠中に低下した体温を上昇させ、休
んでいた脳や身体機能をウオーミングアッ
プさせる効果があります。

朝食を抜くと朝起きた時のエネルギー代
謝の低い状態が午前中いっぱい続くことに
なります。これでは仕事の能率も勉強の集
中力も上がりません。

■朝食を食べると…■
☆脳を目覚めさせる
　→代謝を上げて効率よく脳と体を動かす
☆腸への影響
　→ 刺激で消化器が目覚め毎日の排便習慣

をつくりやすい
☆肥満の予防
　→ 欠食後のまとめ食いは体脂肪がつきや

すくなる
☆必要な栄養をとるためには…
　→１日３食でバランス良く

朝食は1日を活動的にいきいきと過ごす
ための大事なスイッチ。

毎朝ちゃんとスイッチを入れましょう。
忙しい朝はスピード勝負！

■朝食をすばやく準備するコツ■
・前夜の残り物を活用する
・冷凍食品の利用
・ゆで卵、バナナ、ヨーグ

ルトなどすぐ食べられる
ものを準備しておく



ちょこっとカフェ
内～心配ごとなど、ちょこっと話をして心を

軽くする…そんな場所です～
相談員： 心のケアセンター、町保健師。
　個別相談も可能です
時１月11日㈬　午後１時30分～３時
場大熊町役場　いわき出張所
申不要
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　保健衛生係
ふらっとカフェ
内～ふらっと立ち寄り、心配や不安などを話

してみませんか～
相談員： 心のケアセンター、町保健師。
　個別相談も可能です
時１月11日㈬　午後１時30分～３時
場大熊町役場　会津若松出張所
申不要
問大熊町役場会津若松出張所　福祉課
　健康介護係

内自由遊び、身長体重測定、離乳食・育児の
個別相談
時１月10日㈫・26日㈭
　午前９時30分～11時30分
場大熊町役場　いわき出張所２階
対未就学児とその保護者（祖父母も歓迎）
持水分、オムツ
申不要
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　保健衛生係

内カラダを動かして気分をリフレッシュ
講師： Jヴィレッジフィットネスインストラ

クター
時１月26日㈭　午前10時～11時30分
場大熊町役場　いわき出張所２階
対どなたでも参加可能
持動きやすい服装と室内履き、水分

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

りたよたよ
ほけんほ

子
育
て
ひ
ろ
ば

さ
び
な
い
カ
ラ
ダ
づ
く
り

申電話で（当日参加も可能）
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　保健衛生係

内みそづくり
時２月１日㈬　午後１時30分～３時30分
場泉公民館　調理室
対どなたでも参加可能
持エプロン、三角巾
申１月10日㈫より電話にて受付開始　
定先着20名
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　保健衛生係

　妊娠された方やお子さまのいる保護者の方
へ。町では１月から「成長の記録ノートふた
ば」を無料配布します。このノートはお子さ
まの成長過程のできごと、日常の過ごし方、
関わりの様子などを記入するものです。就園
や就学で家族以外の方々がお子さまに関わる
際、参考にできる情報を伝えたりすることを
目的としています。

■使い方
・妊娠した時からの記録を記入できます
・必要と思われる情報を自由に記入してくだ

さい
・原則として保護者または本人に関わる人が

責任を持って保管してください
・本人や保護者以外の方が使用する場合はプ

ライバシーを厳守し、取り扱いに注意して
ください

・医学的な内容や教育に関する専門的な箇所
は、担当者に記載してもらっても構いませ
ん

こ
こ
ろ
の
元
気
を
育
て
る
講
座

成
長
の
記
録
ノ
ー
ト
を
配
布
し
ま
す
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26問問い合わせ　　申申し込み　　電電話　　Fファクス　　メール　　 web ウェブサイト

茨城県南部・千葉県北部周辺に避難されて
いる皆さんと、昨年秋以降、ボウリングや食
事会、収穫祭などで交流しています。私たち
はまだ名称もないタマゴですが、４月からヒ
ヨコになる予定です！今後も新しい地域の良
さを感じながら、和気あいあいと交流をして
いきたいと思っています。興味がある方は、
ぜひご連絡ください！
問発起人・高木　電090-2888-5789
　　　　　星川　電080-5229-2006　　

　栃木県に集える大熊町の皆さん、交流しま
しょう。随時会員を募集しています。お気軽
にお問い合わせください。
　次回は３月５日㈰に総会を予定していま
す。お楽しみに！
問会長・坂上信行
電090-2600-5826

　11月５日㈯、夫沢１区総会及び交流会を郡
山市の磐梯熱海「華の湯」にて開催しました。
　県内外より39人が参加し、故郷を語りあ
い楽しく交流を深めました。

　11月16日、福島県文化センターで第20回
県高齢者芸能発表大会が開催されました。出
演者を含む1,600人もの観衆の中、48組の団
体がそれぞれ趣向を凝らした衣装で熱演し、
会場は熱気に満ちていました。
　大熊町老人クラブの武扇紅華の会、ひまわ
り会の演舞には会場から特に多くの拍手をい
ただき、感激しました。

（大熊町老人クラブ連合会芸能部・齋藤重征）

「節分で福を呼ぶ昼食会」を開催します。
時２月４日㈯　 正午～
内コース料理　　
場梅の花仙台店
　（仙台市太白区大野田字王ノ壇28-1）
費1,000円
期１月25日㈬まで
申会長・木幡伸夫
電090-4314-8444

あけましておめでとうございます。
11月12日、はとバス貸切りで柴又とぶらり

都電の旅に行きました。12月10日には北朝霞
で望年会を開きました。大熊の言葉で大熊の
話をして、楽しい交流会でした。

１月末に東部交流会を開催します。
まだ参加されてない方、お気軽にお問い合

わせください。楽しいですよ！
問埼玉・おおくま友の会・倉嶋
電090-7934-8508

時１月21日㈯　午前10時～正午 
場茨城県産業会館（水戸市桜川2-2-35）
　※産業会館の駐車場をご利用ください
内定例会
問浅野秀蔵（水戸市）
電080-1657-7286

鵜の岬で新年会！
時１月29日㈰　午前11時～午後３時
場国民宿舎鵜の岬
　（茨城県日立市十王町伊師640）
内日帰り温泉＆昼食会
費500円
期１月10日㈫まで
※ 送迎バスあり。詳細はお問い合わせくださ

い
申玉澤優子　電090-3754-7849
　寺阪玲子　電090-4319-3348

積
小
為
大
の
会

埼
玉
・
お
お
く
ま
友
の
会

茨
城
お
お
く
ま
友
の
会

フ
レ
ン
ド
リ
ー
東
北

茨
城
南
部
で
集
ま
り
ま
せ
ん
か
？

栃
木
お
お
く
ま
の
会

夫
沢
１
区
総
会
・
交
流
会

県
高
齢
者
芸
能
発
表
大
会
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期１月20日㈮まで
電090-7060-9464（澤内俊昭）
電090-9746-6419（伊藤憲顕）

いわき市に集える大熊町の皆さん！交流し
ましょう！随時会員を募集しています。お気
軽にお問い合わせください。

次回は総会を予定しています。お楽しみ
に！
問会長・池田義明
電090-3643-2967

　いわき市内のお住まいの町民の皆さん、温
泉で一日お茶を飲みながらの交流会を毎月第
３水曜に行っています。ご参加をお待ちして
います。
時１月18日㈬　午前10時～午後３時
場古滝屋
　※ 人数がまとまれば、好間第三仮設から無

料送迎バスあり
費入浴料800円（個人負担）
　※タオルや昼食は各自準備
電080-6007-6824（市川）
電090-5187-2234（堀本）

　おおくままち北浜グループでは、年間を通
して様々な形で交流の機会を設け、活動して
います。浜通り北部に落ち着かれた方、ぜひ
お問い合わせください。
問会長・小林五藏
電080-1814-9819

　12月10日、西郷村のスパリゾートあぶくま
で日帰り温泉とお食事会を開催しました。県
南地方の町民を中心に27人が参加。リラック
スした雰囲気で楽しい時間を過ごしました。
　１月は休みますが、３月か４月にもイベン
トを開催したいと思っています。
問代表・深代賢治
電090-9531-1595

　借り上げ住宅自治会「おおくま町会津会」
は毎月第１、第３水曜日に交流会を開催して
います。お気軽にご参加ください。
　１月の日程は次のとおりです。
時（両日とも午前10時から）
・11日㈬　だんごさし
・18日㈬　交流会
場おおくまサロン「ゆっくりすっぺ」
内町民同士の交流、情報交換など
電090-7078-2327（山本）

大熊町のママさんサークルです。興味のあ
る方は気分転換に一緒に楽しみませんか？
時１月17日㈫　午前10時集合
場鶴ヶ城入場券売り場前
内鶴ヶ城とシルクロード文明館見学
費無料
期１月13日㈮まで
申問電090-6259-7933（阿部）
　※平日午前10時～午後５時受付
なお、２月の活動はお休みします。

いわき市内に避難している皆さん！
お茶会「すまいるサロン」を開催します。
町民であればどなたでもご参加いただけま

す。初めての方は、ご連絡いただければ幸い
です。
時１月16日㈪　午前10時～午後３時
　※ご都合のよい時間にお出かけください。
場大熊町役場いわき出張所２階調理室
持マイカップ、おむすび（昼食）
電080-1830-5567（小林）

時１月28日㈯　午前10時30分～
　※バス利用の方は泉公民館に午前10時集合
場勿来温泉関の湯（いわき市勿来町）
内新年会（日帰り温泉と昼食）
費1,000円

お
お
く
ま
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会
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会
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マ
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や
っ
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み
隊
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大
熊
町
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わ
き
会



●避難先の状況� （平成28年12月1日現在）

○人口および世帯
平成23年3月11日時点
11,505人　4,235世帯

平成28年11月30日現在
人　口 10,674
増　減 △ 831
世帯数 3,877
増　減 △ 358

大熊町の避難状況

都道府県 人数
海外 2 
不明 3 
北海道 31 
青森県 31 
岩手県 2 
宮城県 196 
秋田県 21 
山形県 45 
福島県 8,080 
茨城県 470 
栃木県 189 
群馬県 85 
埼玉県 396 
千葉県 243 
東京都 282 
神奈川県 172 
新潟県 226 
富山県 6 
石川県 15 
福井県 8 
山梨県 7 
長野県 8 
岐阜県 5 
静岡県 25 
愛知県 8 
三重県 8 
滋賀県 0 
京都府 7 
大阪府 19 
兵庫県 6 
奈良県 0 
和歌山県 2 
鳥取県 0 
島根県 0 
岡山県 3 
広島県 0 
山口県 2 
徳島県 0 
香川県 1 
愛媛県 2 
高知県 0 
福岡県 23 
佐賀県 3 
長崎県 2 
熊本県 0 
大分県 10 
宮崎県 22 
鹿児島県 1 
沖縄県 6 

計 10,673 

福島県内 人数
福島市 227 
会津若松市 1,122 
郡山市 1,061 
いわき市 4,604 
白河市 74 
須賀川市 96 
喜多方市 51 
相馬市 97 
二本松市 39 
田村市 61 
南相馬市 247 
伊達市 11 
本宮市 35 
桑折町 6 
国見町 2 
川俣町 1 
大玉村 32 
鏡石町 13 
天栄村 0 
下郷町 0 
檜枝岐村 0 
只見町 0 
南会津町 2 
北塩原村 0 
西会津町 1 
磐梯町 6 
猪苗代町 12 
会津坂下町 19 
湯川村 3 
柳津町 0 
三島町 1 
金山町 1 
昭和村 0 
会津美里町 23 
西郷村 18 
泉崎村 16 
中島村 0 
矢吹町 20 
棚倉町 1 
矢祭町 0 
塙町 4 
鮫川村 0 
石川町 4 
玉川村 1 
平田村 1 
浅川町 6 
古殿町 8 
三春町 50 
小野町 12 
広野町 50 
楢葉町 6 
富岡町 0 
川内村 9 
大熊町 0 
双葉町 0 
浪江町 0 
葛尾村 0 
新地町 27 
飯舘村 0 

計 8,080 

28

クイズ「目指せ！おおくＭＡＳＴＥＲ★」

おおちゃんクイズ　A・	いかにんじん
くうちゃんクイズ　A・こぼれた ※2016年（平成28年）11月

こんにちは赤ちゃん
こどもの名 親の名 住　所

志　水　洸
こ う き

希 雅　哉・千　晶 清　　水

大　嶋　璃
り こ

子 登茂隆・加代子 清　　水

杉　本　心
み あ

愛 優　二・慧　実 大　　野

浅　野　桜
お う が

我 由　樹・信　世 舘

ご結婚おめでとう
花むこ 住　所 花よめ 住　所

澤　内　恭　一 新　 町 抜　井　裕　美 朝�霞�市

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所

佐　藤　克　則 64 歳 大　　 野

木　村　弘　子 80 歳 久� 麻� 川

猪　狩　ノブヨ 91 歳 東 大 和 久

菅　原　イチノ 80 歳 南　　 台
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　今年は酉年。飛躍の一年になるこ
とを願い、熊川のハクチョウを撮影
しました。
　川面に浮かんで羽根を休める姿は
優雅で、のどかです。しかし、いず
れも極寒の地から数千キロの距離を
移動し、熊川に降り立った強者たち
です。温かくなれば、再び古里を目
指す長い旅が待っています。無事帰
れるよう、少しでも力を蓄えてほし
いものです。

表紙の写真
編
集
後
記

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
説
明
会
に
行
っ
て
み
ま
し
た
か
。
新
し
い
タ
ブ
レ

ッ
ト
は
や
や
こ
し
く
な
る
の
か
、
ア
プ
リ
を
使
い
こ
な
せ
る
だ

ろ
う
か
な
ど
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
百
聞

は
一
見
に
し
か
ず
、
性
能
も
よ
く
使
い
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
触
っ
て
み
る
し
か
な
い
！
と
言
い
な
が
ら
体
験
し
て
い
た

男
性
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。（
児
）

・
広
報
お
お
く
ま
、
紙
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
1
年
。
カ
ラ
ー
化

・
レ
イ
ア
ウ
ト
の
改
善
・
掲
載
記
事
の
精
査
な
ど
様
々
な
改
善

に
努
め
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
、
見
て
い
た
だ

い
て
初
め
て
意
味
の
あ
る
広
報
紙
。
よ
り
良
い
も
の
を
お
届
け

す
る
た
め
に
今
年
も
誠
意
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
（
渡
）

・
取
材
先
で
広
報
紙
の
感
想
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
県
内

の
方
、
県
外
の
方
、
若
い
方
、
年
配
の
方
…
意
見
は
様
々
で
す

が
、
他
の
自
治
体
に
比
べ
て
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
よ

う
で
す
。「
あ
の
写
真
は
下
手
だ
っ
た
」「
こ
ん
な
情
報
を
知
り

た
い
」。
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
尋
ね
ら
れ
た
際
は
お
気
軽

に
お
話
し
く
だ
さ
い
（
村
）



広
報
お
お
く
ま

発
行
・
大
熊
町
役
場
総
務
課
秘
書
広
聴
係

2017.1.1
N
o.534


